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(57)【要約】
　本発明は、支持層と、支持層によって支持される転写層と、支持層と転写層との間に配
置された第２の層とを含むドナー要素に関し、ここで、第２の層は、バインダーと、任意
に未硬化架橋剤とを含有するが、実質的に顔料を含有しない。第２の層のバインダーは、
ドナー要素を露光させたときに、第２の層を転写層とともに実質的に転写させる分子量Ｍ

nを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱転写プロセスに使用するためのドナー要素であって、
　（ａ）支持層と；
　（ｂ）前記支持層によって支持される転写層であって、顔料を含み、かつ前記ドナー要
素が光に像様露光された際に前記支持層からレシーバ要素へと像様転写可能である転写層
と；
　（ｃ）前記支持層と前記転写層との間に配置された第２の層であって、バインダーを含
むが実質的に顔料を含まない第２の層と
を含み、
　前記第２の層のバインダーは、前記ドナー要素を露光させたときに、前記第２の層を前
記転写層とともに実質的に転写させる分子量Ｍnを有する、ドナー要素。
【請求項２】
　前記第２の層が架橋剤をさらに含み、前記第２の層のバインダーが、前記架橋剤と反応
性の複数の基を含む、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項３】
　（ｄ）前記支持層と前記転写層との間に配置され、光吸収材を含む光熱変換層
をさらに含む、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項４】
　層（ａ）、（ｂ）および（ｃ）のうちの少なくとも１つが光吸収材を含む、請求項１に
記載のドナー要素。
【請求項５】
　前記支持層が、ポリエステルポリマーを含む、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項６】
　前記ポリエステルポリマーが、グリコールと縮合されたジカルボン酸、自己縮合された
ヒドロキシカルボン酸、およびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項５に記
載のドナー要素。
【請求項７】
　前記ポリエステルポリマーが、脂肪族グリコールと縮合された芳香族ジカルボン酸を含
む、請求項５に記載のドナー要素。
【請求項８】
　前記転写層がポリマーを含む、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項９】
　前記ポリマーが、フェノール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポリ
ビニルアセタール、ポリ塩化ビニリデン、セルロースエーテルおよびエステル、ニトロセ
ルロース、アクリレートポリマーおよびコポリマー、メタクリレートポリマーおよびコポ
リマー、エポキシ樹脂、エチレン性不飽和樹脂、ポリエステル、ポリスルホン、ポリイミ
ド、ポリアミド、ポリスルフィド、ポリカーボネート、ならびにそれらの組合せおよびコ
ポリマーからなる群から選択される、請求項８に記載のドナー要素。
【請求項１０】
　前記転写層が、染料、分散剤、界面活性剤、安定剤、架橋剤、可塑剤、赤外線吸収材、
偏光子、液晶材料、磁性粒子、絶縁粒子、伝導性粒子、液晶ディスプレイ用のスペーサ、
放射性粒子、疎水性材料、親水性材料、微細構造またはナノ構造層、フォトレジスト、金
属、ポリマー含有層、接着剤、バインダー、酵素、およびそれらの組合せからなる群から
選択される１種または複数の添加剤をさらに含む、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項１１】
　前記第２の層のバインダーがポリマーを含む、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項１２】
　前記ポリマーが、フェノール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポリ
ビニルアセタール、ポリ塩化ビニリデン、ポリアクリレート、セルロースエーテルおよび
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エステル、ニトロセルロース、アクリレートおよびメタクリレートポリマーおよびコポリ
マー、エポキシ樹脂、エチレン性不飽和樹脂、ポリエステル、ポリスルホン、ポリイミド
、ポリアミド、ポリスルフィド、ポリカーボネート、ならびにそれらのコポリマーおよび
組合せからなる群から選択される、請求項１１に記載のドナー要素。
【請求項１３】
　前記転写層および第２の層が両方とも、少なくとも１種の同一のバインダーを含む、請
求項１に記載のドナー要素。
【請求項１４】
　前記転写層および第２の層が両方とも、少なくとも１種の実質的に同一のバインダーを
含む、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項１５】
　前記第２の層のバインダーが、約１０００～約４００００の範囲の分子量Ｍnを有する
、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項１６】
　前記第２の層のバインダーが、約１０００～約１５０００の範囲の分子量Ｍnを有する
、請求項１５に記載のドナー要素。
【請求項１７】
　前記光熱変換層がポリマーを含む、請求項３に記載のドナー要素。
【請求項１８】
　前記ポリマーが、フェノール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポリ
ビニルアセタール、ポリ塩化ビニリデン、セルロースエーテルおよびエステル、ニトロセ
ルロース、アクリレートポリマーおよびコポリマー、メタクリレートポリマーおよびコポ
リマー、エポキシ樹脂、エチレン性不飽和樹脂、ポリエステル、ポリスルホン、ポリイミ
ド、ポリアミド、ポリスルフィド、ポリカーボネート、ならびにそれらのコポリマーおよ
び組合せからなる群から選択される、請求項１７に記載のドナー要素。
【請求項１９】
　前記光吸収材が、染料、顔料、金属化合物、金属元素、金属酸化物、炭素化合物、およ
びそれらの組合せからなる群から選択される、請求項３に記載のドナー要素。
【請求項２０】
　前記架橋剤が、多価アルコールのポリアルキレンオキシド、ポリヒドロキシルポリアク
リレート、多価アルコールのアクリレート、多価アルコールのポリアルキレンオキシドア
クリレート、メラミンホルムアルデヒド、およびそれらの組合せからなる群から選択され
る、請求項２に記載のドナー要素。
【請求項２１】
　前記架橋剤が、前記層の全固形分を基準にして４％～２５％固形分の範囲の量で存在す
る、請求項２に記載のドナー要素。
【請求項２２】
　前記架橋剤が、前記層の全固形分を基準にして６％～２０％固形分の範囲の量で存在す
る、請求項２１に記載のドナー要素。
【請求項２３】
　前記架橋剤が、前記層の全固形分を基準にして１０％～１５％固形分の範囲の量で存在
する、請求項２２に記載のドナー要素。
【請求項２４】
　（１）レシーバ要素と；
　（２）前記レシーバ要素上に配置され、かつ前記レシーバ要素を上に高さＨ1を有する
第１の画像形成されたパターンであって、
　　（ａ）バインダーを含有するが実質的に顔料を含有しない第２の層；および
　　（ｂ）顔料を含有する第１の転写層であって、前記レシーバ要素と前記第２の層との
間に配置された第１の転写層
を含む第１の画像形成されたパターンと



(4) JP 2010-500934 A 2010.1.14

10

20

30

40

50

を含む、画像形成された集成体。
【請求項２５】
　前記レシーバ要素が、ガラス、フィルム、プラスチック、紙、金属、およびそれらの組
合せからなる群から選択される、請求項２４に記載の画像形成された集成体。
【請求項２６】
　前記第２の層が架橋剤を含む、請求項２４に記載の画像形成された集成体。
【請求項２７】
　前記バインダーが架橋されている、請求項２４に記載の画像形成された集成体。
【請求項２８】
　前記第１の転写層と反対側で前記第２の層と接触する伝導性層をさらに含む、請求項２
４に記載の画像形成された集成体。
【請求項２９】
　（３）前記レシーバ要素上に配置され、かつ前記レシーバ要素を上に高さＨ2を有する
第２の画像形成されたパターンであって、
　　（ａ）バインダーを含有するが実質的に顔料を含有しない第３の層；および
　　（ｂ）前記第１の転写層の顔料と異なる顔料を含有する第２の転写層であって、受像
基板と前記第３の層との間に配置された第２の転写層
を含む第２の画像形成されたパターン
をさらに含み、ここで、Ｈ1およびＨ2が、０．５ミクロン未満の高さの差を有する、請求
項２４に記載の画像形成された集成体。
【請求項３０】
　伝導性層が、前記レシーバ要素と反対側で、前記第１の画像形成されたパターンおよび
前記第２の画像形成されたパターンと接触する、請求項２９に記載の画像形成された集成
体。
【請求項３１】
　前記高さの差が０．２ミクロン未満である、請求項２９に記載の画像形成された集成体
。
【請求項３２】
　前記高さの差が０．１ミクロン未満である、請求項２９に記載の画像形成された集成体
。
【請求項３３】
　請求項２９に記載の画像形成された集成体を含むカラーフィルター。
【請求項３４】
　ドナー要素の転写層の熱転写法であって、
　（１）レシーバ要素とドナー要素とを含む画像形成性集成体を形成する工程であって、
前記ドナー要素が、
　　（ａ）支持層、および前記支持層によって支持される転写層であって、顔料を含みか
つ前記支持層と前記レシーバ要素との間に配置された転写層；ならびに
　　（ｂ）前記支持層と前記転写層との間に配置された第２の層であって、バインダーを
含むが実質的に顔料を含まない第２の層
を含む工程と、
　（２）前記画像形成性集成体を光に像様露光する工程であって、前記第２の層が、前記
転写層とともに、前記ドナー要素から受像要素へと実質的に像様転写される工程と；
　（３）前記ドナー要素と前記受像要素とを分割する工程であって、前記第２の層の画像
形成された部分が、前記転写層の画像形成された部分と一緒に、前記レシーバ要素ととも
に実質的に残る工程と
を順に含む方法。
【請求項３５】
　前記受像要素をアニーリングする工程をさらに含み、前記第２の層の表面が、５ナノメ
ートル未満のＲq値を有する、請求項３４に記載の方法。
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【請求項３６】
　前記第２の層の表面が、１～２ナノメートルのＲq値を有する、請求項３４に記載の方
法。
【請求項３７】
　（１）レシーバ要素と第１のドナー要素とを含む第１の画像形成性集成体を形成する工
程であって、前記第１のドナー要素が、第１の支持層と、前記第１の支持層によって支持
される第１の転写層とを含み、前記第１の転写層が、前記第１の支持層と前記レシーバ要
素との間に配置される工程と；
　（２）前記第１の画像形成性集成体を光に像様露光する工程であって、前記第１の転写
層が、前記第１のドナー要素から前記レシーバ要素へと像様転写される工程と；
　（３）前記使用済みの第１のドナー要素と前記画像形成されたレシーバ要素とを分割す
る工程であって、前記第１の転写層の画像形成された部分が、前記画像形成されたレシー
バ要素とともに、高さＨ1を有する第１のパターンとして残る工程と；
　（４）前記画像形成されたレシーバ要素と第２のドナー要素とを含む第２の画像形成性
集成体を形成する工程であって；前記第２のドナー要素が、第２の支持層と、前記第２の
支持層によって支持される第２の転写層とを含み、前記第２の転写層が、前記第２の支持
層と、前記画像形成されたレシーバ要素の、前記第１の転写層の画像形成された部分を支
持する側との間に配置される工程と；
　（５）前記第２の画像形成性集成体を光に像様露光する工程であって、前記第２の転写
層が、前記ドナー要素から前記レシーバ要素へと像様転写される工程と；
　（６）前記第２のドナー要素と前記画像形成されたレシーバ要素とを分割する工程であ
って、前記第２の転写層の画像形成された部分が、前記レシーバ要素とともに、高さＨ2

を有する第２のパターンとして残る工程と
を順に含む画像形成方法であって、
ここで、前記第１のドナー要素および前記第２のドナー要素のうちの少なくとも一方が、
前記支持層と前記転写層との間に配置された介在層を含み、各介在層が、分子量Ｍnを有
するバインダーを含み、これにより、前記ドナー要素を露光した際に、前記介在層を前記
転写層とともに実質的に転写させる画像形成方法。
【請求項３８】
　Ｈ1およびＨ2が０．２ミクロン未満だけ異なる、請求項３７に記載の画像形成方法。
【請求項３９】
　Ｈ1およびＨ2が０．１ミクロン未満だけ異なる、請求項３７に記載の画像形成方法。
【請求項４０】
　前記レシーバ要素上の少なくとも１つの介在層の厚さが、０．１ミクロンを超え、かつ
０．５ミクロン未満である、請求項３７に記載の画像形成方法。
【請求項４１】
　前記介在層が実質的に顔料を含まない、請求項３７に記載の画像形成方法。
【請求項４２】
　前記介在層が実質的に顔料を含まず、前記第１の転写層が顔料を含む、請求項３７に記
載の画像形成方法。
【請求項４３】
　前記介在層が実質的に顔料を含まず、前記第２の転写層が顔料を含む、請求項３７に記
載の画像形成方法。
【請求項４４】
　前記介在層が実質的に顔料を含まず、前記第１の転写層が実質的に顔料を含まず、前記
第２の転写層が実質的に顔料を含まない、請求項３７に記載の画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱転写要素およびその使用方法、ならびにかかる方法によって形成される物
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品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラーフィルターは、例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）などの様々な用途に用いる
ことができる。レーザービームを用いて、光熱変換層を任意に含有するドナー要素を照射
し、それによって該当する層を基板上へ転写する様々な熱質量転写（ｔｈｅｒｍａｌ　ｍ
ａｓｓ　ｔｒａｎｓｆｅｒ）画像形成方法を用いて、これらのカラーフィルターを作製す
ることができる（例えばＫｗｏｎらの米国特許第６，２４２，１４０号明細書、Ｃｈａｎ
ｇらの米国特許第６，６８２，８６２号明細書、これらは全て参照により本明細書に援用
される）。
【０００３】
　熱質量転写画像形成の典型的な方法は、転写層をドナー要素からレシーバ要素へと転写
するときに、転写層の一部が転写されず、ドナー要素の一部として残ったり、または光熱
変換（ＬＴＨＣ）層の一部が転写層とともに移動して、画像形成された転写層を汚したり
することから、不完全なものである。
【０００４】
　中間層が、提示された解決策である。Ｉｓｂｅｒｇらの米国特許第５，９９８，０８５
号明細書には、任意選択のＬＴＨＣ層に隣接した任意選択の非転写性中間層が開示されて
いる。参照により本明細書に援用される米国特許第５，７２５，９８９号明細書には、中
間層の例が記載されている。光熱変換層と電子放射物質含有転写性層との間に介在する中
間層を組み込むことにより、光熱変換層から得られる転写画像の汚染レベルを低下させ、
転写画像において結果として生じる歪みの量を低減する。中間層は、有機材料または無機
材料のいずれであってもよい。得られる転写された電子放射物質含有画像の損傷および汚
染を最小限に抑えるために、中間層は、高い耐熱性を有し、かつ画像形成プロセス中、実
質的に損傷がなくＬＴＨＣ層に接触したままの連続したコーティングであるのが好ましい
。好適な有機材料としては、熱硬化性（架橋された）材料および熱可塑性材料の両方が挙
げられる。
【０００５】
　３Ｍ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　Ｃｏｍｐａｎｙに付与された、
Ｃｈａｎｇらの米国特許第６，４６１，７９３号明細書（‘７９３特許）は、（ａ）光熱
変換層と、（ｂ）中間層と、（ｃ）熱転写層とが上に付着された基板を含む熱転写要素に
関する。熱転写層は、架橋性材料をさらに含んでもよい。
【０００６】
　‘７９３特許は、上記の熱転写要素を用いてレセプター上に画像を生成するための方法
も提供する。（ａ）上記のレセプターおよび熱転写要素を緊密に接触させ、（ｂ）放射線
源を用いて像様パターンで熱転写要素を露光させ、（ｃ）像様パターンに対応する熱転写
層をレセプターへと転写することによってレセプター上に画像が転写されるが、光熱変換
層の転写はわずかであるかまたは全くない。熱転写層が架橋性材料を含有する場合、さら
なる硬化工程を行ってもよく、ここで、転写画像は、次に、熱または放射線への曝露、あ
るいは化学硬化剤による処理によって架橋される。
【０００７】
　３Ｍ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　Ｃｏｍｐａｎｙに付与された、
Ｍｉｚｕｎｏらの米国特許第６，２２８，５４３号明細書は、熱転写要素および熱転写要
素から層を転写する方法、ならびにこれらの方法によって形成される物品に関する。熱転
写要素に任意選択の中間層を用いて、転写ユニットの転写される部分の損傷および汚染を
最小限に抑え、および／または転写ユニットの転写される部分における歪みを低減するこ
とができる。中間層は、熱転写要素の残りの部分に対する転写層の付着にも作用し得る。
中間層は、典型的に、転写プロセス中、ＬＴＨＣ層に接触したままであり、実質的に、転
写ユニットとともに転写されない。好適な中間層としては、例えば、ポリマーフィルム、
金属層（例えば、蒸着金属層）、無機物層（例えば、ゾルゲル法で付着した層および無機
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酸化物（例えば、シリカ、チタニア、および他の金属酸化物）の蒸着層）、ならびに有機
／無機複合層が挙げられる。中間層材料として好適な有機材料としては、熱硬化性材料お
よび熱可塑性材料の両方が挙げられる。好適な熱硬化性材料としては、熱、放射線、ある
いは限定されないが、架橋されたかまたは架橋性のポリアクリレート、ポリメタクリレー
ト、ポリエステル、エポキシ、およびポリウレタンを含む、化学処理によって架橋され得
る樹脂が挙げられる。熱硬化性材料を、例えば、熱可塑性前駆体としてＬＴＨＣ層上にコ
ーティングして、次に架橋して架橋された中間層を形成してもよい。
【０００８】
　一部の画像形成プロセスは、転写層の全体の不完全な転写をもたらし、それによって、
レシーバ要素上に付着される転写層の一部が、粗面、例えば、高い二乗平均平方根粗さＲ

q値を有する表面を有したままになる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、支持層と、支持層によって支持される転写層と、支持層と転写層との間に配
置された第２の層とを含むドナー要素に関し、ここで、第２の層は、バインダーと、任意
に未硬化架橋剤とを含有するが、実質的に顔料を含有しない。第２の層のバインダーは、
ドナー要素を露光させたときに、第２の層を転写層とともに実質的に転写させる分子量Ｍ

nを有する。
【００１０】
　本発明の別の実施形態は、バインダーを含有するが実質的に顔料を含有しない外側の第
２の層と、第２の層とレシーバ要素との間の顔料含有転写層とを含む熱転写された多層の
画像形成されたパターンを支持するレシーバ要素を含む、画像形成された集成体に関する
。さらなる実施形態では、顔料含有転写層は、第２の層のバインダーを含む。
【００１１】
　本発明の別の実施形態は、レシーバ要素上に配置された熱転写された多層の第１のパタ
ーンと、レシーバ要素上に配置された、異なる熱転写された多層の第２のパターンとを有
する複数の画像が形成された（ｍｕｌｔｉ－ｉｍａｇｅｄ）集成体に関し、ここで、第１
のパターンの高さは、第２のパターンの高さとほぼ同様である。
【００１２】
　本発明の別の実施形態は、厚さ全体の、転写層のパターンと、厚さの一部の、その上に
ともに付着された第２の異なる層とを含むカラーフィルターに関する。
【００１３】
　本発明の別の実施形態は、本明細書に記載されたドナー要素から転写された多層と接触
している導電性層を有するディスプレイに関する。
【００１４】
　本発明の別の実施形態は、ドナー要素および受像要素の実施形態を含む画像形成性集成
体を形成する工程を含む画像形成方法を意図しており、ここで、画像形成性集成体は、ド
ナーおよびレシーバ要素が適切に位置決めされた後に照射され、照射に続いて、ドナー要
素と受像要素とが分割され、上記の画像形成されたレシーバ要素または複数の画像が形成
されたレシーバ要素の実施形態がもたらされる。
【００１５】
　図面において、参照符号は、いくつかの図を通して対応する部分を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】画像集成体の実施形態の側面図である。
【図２】画像形成されたドナー要素および画像形成されたレシーバ要素の実施形態の側面
図を示し、ここで、転写層はレシーバ要素上に配置され、第２の層の一部は転写層上に配
置される。
【図３】アニーリング後の（ｐｏｓｔ－ａｎｎｅａｌｉｎｇ）、画像形成されたレシーバ
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要素の側面図を示し、ここで、転写層はレシーバ要素上に配置され、第２の層の一部は転
写層上に配置される。
【図４】複数の画像が形成されたレシーバ要素ならびに画像形成されたドナー要素の側面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明は、例えば、本明細書に記載されたドナー要素と接触している導電性層を有する
、液晶ディスプレイまたは他のディスプレイなどの様々な用途に使用するためのカラーフ
ィルターを形成するのに用いることができる。本明細書においてある範囲の数値が言及さ
れている場合、特に記載しない限り、その範囲は、その端点、ならびにその範囲内の全て
の整数および端数を含むものとする。ある範囲を規定している場合、本発明の様々な実施
形態の範囲が言及された特定の値に限定されるものではない。さらに、本明細書に記載さ
れた全ての範囲は、具体的に記載された特定の範囲だけでなく、言及された最小値および
最大値を含む、その範囲内の値の任意の組合せも含むものとする。
【００１８】
　図１は、熱転写プロセスに使用するためのドナー要素（１０）を示す本発明の一実施形
態を示し、本ドナー要素は、
　（ａ）支持層（１１）と；
　（ｂ）支持層（１１）によって支持される転写層（１２）であって、顔料を含み、かつ
ドナー要素（１０）が光（１８）に像様露光されたときに支持層（１１）からレシーバ要
素（２０）へと像様転写可能である転写層（１２）と；
　（ｃ）支持層（１１）と転写層（１２）との間に配置された第２の層（１３）であって
、バインダーと未硬化架橋剤（ここで、架橋剤は、画像形成後まで、架橋されないままで
ある（例えばアニーリング前の（ｐｒｅ－ａｎｎｅａｌｅｄ）架橋剤））とを含むが実質
的に顔料を含まない第２の層（１３）とを含み、
第２の層（１３）のバインダーは、ドナー要素（１０）を露光させたときに、第２の層（
１３）を転写層（１２）とともに実質的に転写させる分子量Ｍnを有する。
【００１９】
　本発明に関して、「実質的に顔料を含まない」、「実質的に顔料がない」などは、５重
量％未満の顔料を指す。顔料、例えば４％未満、３％、２％、および１重量％の顔料とい
った、さらに少ない最大量の顔料にも有用性が見られる。
【００２０】
　本発明に関して、「実質的に転写された」第２の層は、第２の層の体積および質量の尺
度のうちの少なくとも１つで５０％を超える第２の層の転写を指す。例えば、典型的に、
ドナー要素は、支持層に塗布される溶媒または水で希釈した配合物の層のコーティングお
よび乾燥工程を繰り返すなどのコーティング技術によって、１枚ずつ形成される。ドナー
要素製造中および画像形成の前後の厚さおよび重量を測定することにより、転写される全
体積および質量が判明し；転写および転写される材料の量の測定の後、転写層などのより
上部の層の体積および質量を差し引くことにより、転写される第２の層の最大の厚さおよ
び質量が判明する。転写層および第２の層の全てならびに下層の一部を転写することがさ
らに可能である。転写の他の好適な範囲は、第２の層の６０％超、７０％、８０％、また
は９０％である。
【００２１】
　本発明の別の実施形態は、（ｄ）図１に示されるように支持層（１１）と転写層（１２
）との間に配置された光熱変換層（１４）であって、光吸収材を含有する光熱変換層（１
４）をさらに含む上記のドナー要素（１０）を意図している。
【００２２】
　本発明のある実施形態では、光吸収材が層（ａ）～（ｃ）のうちの少なくとも１つにわ
たって組み込まれ分散されるため、光熱変換層（１４）は不要である。
【００２３】
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　ドナー要素（１０）の支持層（１１）は、例えば、別の支持基部がなくても自立可能な
フィルムまたはシートなどの、当該技術分野で公知の任意の好適な自立フィルムまたはシ
ートであってもよい。典型的な支持層成分（１１）としては、限定されないが、ポリエス
テルポリマー（例えば合成線状ポリエステルから作製される）が挙げられる。支持層（１
１）は、例えば押出しなどの当該技術分野で周知の従来の技術によって形成されてもよい
。
【００２４】
　合成線状ポリエステルは、１種または複数のジカルボン酸またはそれらの低級アルキル
（６個以下の炭素原子）ジエステル（例えばテレフタル酸、テレフタル酸ジメチルのジエ
ステル、イソフタル酸、フタル酸、２，５－、２，６－、もしくは２，７－ナフタレンジ
カルボン酸、コハク酸、セバシン酸、アジピン酸、アゼライン酸、４，４’－ジフェニル
ジカルボン酸、ヘキサヒドロ－テレフタル酸または１，２－ビス－ｐ－カルボキシフェノ
キシエタン（任意に、ピバリン酸などのモノカルボン酸を含む））と、１種または複数の
グリコール、特に脂肪族または脂環式グリコール（例えばエチレングリコール、１，３－
プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、ネオペンチルグリコールおよび１，４－シ
クロヘキサンジメタノール）とを縮合させることによって得られる。テレフタル酸などの
芳香族ジカルボン酸およびエチレングリコールなどの脂肪族グリコールが好ましい。さら
にまた、ヒドロキシプロピオン酸、ヒドロキシ酪酸、ｐ－ヒドロキシ安息香酸、ｍ－ヒド
ロキシ安息香酸、もしくは２－ヒドロキシナフタレン－６－カルボン酸などのｗ－ヒドロ
キシアルカン酸（典型的にＣ3～Ｃ12）などのヒドロキシカルボン酸モノマーから誘導さ
れる単位を含有するポリエステルまたはコポリエステルを用いてもよい。
【００２５】
　好適な市販の支持層の限定されない例としては、Ｍｅｌｉｎｅｘ（登録商標）５７３、
Ｍｅｌｉｎｅｘ（登録商標）６４４２、Ｍｅｌｉｎｅｘ（登録商標）ＬＪＸ１１１、Ｍｅ
ｌｉｎｅｘ（登録商標）およびＭｅｌｉｎｅｘ（登録商標）４５３ポリエステル（ポリエ
チレンテレフタレート）フィルム（全てＤｕＰｏｎｔ　Ｔｅｉｊｉｎ　Ｆｉｌｍｓ（Ｗｉ
ｌｍｉｎｇｔｏｎ　ＤＥ）から入手可能）が挙げられる。
【００２６】
　支持層（１１）は、典型的に、約２０～約２００ミクロンの範囲、好ましくは約２５～
約１００ミクロンの範囲、より好ましくは約５０～約１００ミクロンの範囲の厚さを有す
る。しかしながら、上記の厚さより厚いかまたは薄い厚さを有する支持層（１１）を本発
明とともに用いてもよいことが注記される。好ましくは、支持層（１１）は平坦であり、
上に付着される次の層もまた均一になり得るように一貫したまたは均一な厚さを有する。
好ましくは、支持層（１１）は、様々な熱画像形成プロセスにおける通常の使用中に傷が
付いたりまたは変形したりしてはならない。支持層（１１）を通してドナー要素（１０）
の照射を行ってもよい。
【００２７】
　典型的に、転写層（１２）は、ドナー要素（１０）の最外層として位置決めされる。転
写層（１２）の組成は、当業者に公知であり、意図される用途に応じて異なる。好ましく
は、転写層（１２）は、ポリマー、熱可塑性材料、熱硬化性材料またはかかる材料の組合
せを含むバインダーを含む。転写層（１２）は、特定の用途のための必要に応じて、その
全体または選択した部分のみが転写され得る。
【００２８】
　典型的に、転写層（１２）は、バインダー、好ましくはバインダー樹脂またはバインダ
ーポリマーを含み、かかる樹脂は、ポリマーまたはオリゴマーならびに重合性または架橋
性であり得る。転写性層を形成する際に使用するのに好適なバインダーとしては、限定さ
れないが、例えば、フェノール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポリ
ビニルアセタール、ポリ塩化ビニリデン、セルロースエーテルおよびエステル、ニトロセ
ルロース、アクリレートポリマーおよびコポリマー、ならびにメタクリレートポリマーお
よびコポリマー、エポキシ樹脂、エチレン性不飽和樹脂、ポリエステル、ポリスルホン、
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ポリイミド、ポリアミド、ポリスルフィド、ならびにポリカーボネートなどの塗膜形成ポ
リマーが挙げられる。ポリマー分子量は、高いかまたは低いことがあり；ポリマーはオリ
ゴマーであってもよい。
【００２９】
　典型的に、転写層（１２）はまた、顔料を含有し、同様に、例えば、染料（例えば赤外
線染料または近赤外線染料）、分散剤、界面活性剤、安定剤、架橋剤、可塑剤、赤外線吸
収材、偏光子（ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）、液晶材料、磁性粒子、絶縁粒子、伝導性粒子、液
晶ディスプレイ用のスペーサ、蛍光体などの放射性粒子および／またはエレクトロルミネ
ッセント材料、インクジェットレセプター用の仕切りバンク（ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　ｂａ
ｎｋ）などの疎水性材料、親水性材料、微細構造またはナノ構造層、フォトレジスト、金
属、ポリマー含有層、接着剤、バインダー、酵素または他の生体材料、あるいは当該技術
分野で公知の他の好適な材料ならびにこれらの材料の好適な組合せなどの、当該技術分野
で公知の任意選択の添加剤も含有する。任意選択の添加剤は、当該技術分野で公知の量で
存在し、例えば、界面活性剤は、層の全固形分を基準にして約０．５％～約２％の範囲の
量で存在してもよく、近赤外線染料は、約０．５％～約５％の範囲の量で、架橋剤は、層
の全固形分を基準にして約４％～約２５％の範囲の量で存在してもよい。
【００３０】
　本発明の実施形態の転写層（１２）に使用するための好適な顔料の限定されない例とし
ては、カーボンブラック、黒鉛、ピグメントバイオレット７、ピグメントブルー１５：６
、ピグメントバイオレット２３、ピグメントレッド２５４、ピグメントイエロー８３およ
び１８０ならびにピグメントグリーン３６が挙げられる。顔料は、典型的に、一般に転写
層（１２）に含有される全固形分を基準にして約１０％～約５０％の範囲の、特定の顔料
について（すなわち色によって）当該技術分野で周知の量で存在し、例えば青色顔料は固
形分の２０％の量で、および赤色顔料は固形分の約４５％の量で存在する。典型的に、転
写層（１２）の好適な厚さは、当該技術分野で周知の厚さである。好ましくは、転写層（
１２）は、約２ミクロン以下、好ましくは約０．５ミクロン～約１．６ミクロンの範囲の
厚さを有し、より好ましくは転写層（１２）は約０．６ミクロンの厚さを有する。
【００３１】
　画像形成性ドナー要素（１０）の第２の層（１３）は、典型的に、支持層（１１）と転
写層（１２）との間に配置され、転写層（１２）を形成するのに用いられる同じタイプの
バインダーを含み得る。しかしながら、転写層（１２）と異なり、第２の層は、実質的に
顔料を含まない（微量しか含まない）のが好ましく、より好ましくは顔料を含有しない。
あるいは、第２の層（１３）は、２色の（ｂｉ－ｐｉｇｍｅｎｔｅｄ）層であってもよく
、第１の副層がある量の顔料を含有し得る一方、第２の副層が顔料を含まないような少な
くとも２つの層を含む。
【００３２】
　第２の層（１３）は、典型的に、約１，０００～約４０，０００の範囲、好ましくは約
１，０００～約２５，０００の範囲、より好ましくは約１，０００～約１５，０００の範
囲の分子量Ｍnを有するバインダーを含む。記載された分子量Ｍnを有するバインダーは、
第２の層（１３）の実質的な転写をもたらし、ここで、適切な光源に露光させると、層内
で凝集破壊があり、または第２の層と支持体とが分かれる。特に記載しない限り、分子量
は、ポリスチレン標準に対するゲル透過クロマトグラフィーを含む周知の手段で測定して
、統一原子質量単位で表した数平均分子量Ｍnを指す。
【００３３】
　一実施形態では、第２の層は架橋されないが、架橋剤に対して化学結合を形成可能な反
応基を有する架橋剤ならびにかかる反応基を有するポリマーまたはバインダーの存在によ
って後に架橋可能であってもよい。反応を架橋するための反応基のいくつかの好適な組合
せとしては、ヒドロキシルおよびイソシアネート；ヒドロキシルおよびカルボキシル；ヒ
ドロキシルおよびメラミン－ホルムアルデヒド；カルボキシルおよびメラミン－ホルムア
ルデヒド；カルボキシルおよびアミン；カルボキシルおよびエポキシ、エポキシおよびア
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ミン；およびカルボン酸無水物およびアミンが挙げられる。架橋官能基の組合せをいくつ
かの方法で用いることができる。一方の架橋官能基をバインダーポリマー主鎖に組み込み
、他方を多官能性低分子量架橋剤として添加することができる。一方の架橋官能基をバイ
ンダーポリマー主鎖に組み込み、他方を異なるバインダーポリマー主鎖に組み込むことが
できる。架橋官能基を両方とも同じバインダーポリマー主鎖に組み込むことができる。最
終的な物体の所望の架橋密度は、架橋モノマーの組合せの相対量を示す。画像形成および
ドナー要素からレシーバ要素への第２の層の転写の後に架橋反応が行われて、第２の層の
大部分が転写されることが好ましい。
【００３４】
　一実施形態では、第２の層（１３）および転写層（１２）は、同じバインダーの少なく
とも一部を用いて形成され；したがって、画像形成プロセス中に照射が行われるとき、２
つの層の境界面における光散乱が最小限に抑えられ、好ましくは、各層の連続相が同じ屈
折率値に近いかまたはそれと同等であることによって光散乱がなくされる。各相において
同じバインダーの共有される部分は、１以上、１０、３０、５０、７０、または９０重量
％であり得る。例えば、転写層が３５重量％の１種のバインダーを有するとき、第２の層
は５２重量％の同じバインダーを有し、そしてバインダーの共有される量は、３０重量％
を超えかつ５０重量％未満である３５重量％である。
【００３５】
　一実施形態では、転写層および第２の層は両方とも、少なくとも１つの実質的に同一の
バインダーを含む。２つのバインダーがわずかに異なる組成のものであるとき、その組成
が１０重量％以下だけ異なり；９０％超が同じである場合、１つの実質的に同一のバイン
ダーと呼ぶことができる。以下のポリマーを考慮されたい。全ての組成物は重量によって
表されている。（ａ）ブチルメタクリレート、４２％；メチルメタクリレート、４０％；
アクリル酸、９％；メタクリル酸、９％；（ｂ）ブチルメタクリレート、４２％；メチル
メタクリレート、４０％；アクリル酸１８％；（ｃ）ブチルメタクリレート、４０％；メ
チルメタクリレート、４０％；メタクリル酸、２０％；（ｄ）ブチルメタクリレート、４
０％；メチルメタクリレート、４２％；メタクリル酸、１８％。組成物（ａ）は、９１％
が（ｂ）と重複し、実質的に同一であり；８９％が（ｃ）と重複し、実質的に同一ではな
く；８９％が（ｄ）と重複し、実質的に同一ではない。組成物（ｂ）は、８０％が（ｃ）
と重複し、実質的に同一ではなく、一方、組成物（ｃ）は９８％が（ｄ）と重複し、それ
らは実質的に同一である。
【００３６】
　典型的に、第２の層（１３）の好適な厚さは、ドナー要素の層について当該技術分野で
周知のものである。好ましくは、第２の層（１３）は、約４ミクロン以下の厚さ、より好
ましくは約１ミクロンの厚さを有する。
【００３７】
　第２の層（１３）に含有される架橋剤は、画像形成後まで架橋されないままである（未
硬化またはアニーリング前の架橋剤としても知られている）のが好ましい。画像形成後に
初めて架橋させるべき架橋剤を提供することにより、第２の層（１３）の開裂が可能であ
り、ここで、第２の層（１３）の少なくとも一部（好ましくは大部分）が、転写層（１２
）とともに受像要素に転写され、それによって画像に耐久性を与える。
【００３８】
　本発明の実施形態に用いるのに好適な架橋剤としては、内部架橋剤（例えば、ここで、
ポリマー自体が、架橋機能を行うのに好適な共有結合基を有する）ならびに外部架橋剤（
例えば、ここで、かかる架橋剤はポリマーとともに方法またはプロセスに追加される）の
両方を含む当業者に公知の架橋剤が挙げられる。例えば、好適な架橋剤としては、限定さ
れないが、多価アルコールのポリアルキレンオキシド（例えばエトキシ化トリメチロール
プロパン、エトキシ化ペンタエリトリトール、エトキシ化ジペンタエリトリトールならび
にトリオール、テトラオール、およびより高級なポリオールの他のエトキシ化、ポリエト
キシ化、プロポキシ化、およびポリプロポキシ化誘導体）、ポリアクリレート（例えばト
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リメチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）、ペンタエリトリトールテトラア
クリレート、ジペンタエリトリトールペンタ－、ヘキサ－アクリレート）、多価アルコー
ルのポリアルキレンオキシドアクリレート（例えばエトキシ化トリメチロールプロパント
リアクリレート、エトキシ化ペンタエリトリトールテトラアクリレート、エトキシ化ジペ
ンタエリトリトールペンタ－、ヘキサ－アクリレート、アクリル化デンドリマー、エトキ
シ化ビス－フェノールＡジアクリレートまたはジメチルアクリレート）ならびにメラミン
ホルムアルデヒドが挙げられる。また、これらの架橋剤のブレンドを用いてもよい。これ
らのアクリレートは、熱的にまたは光化学的に誘導される。
【００３９】
　架橋剤は、層の全固形分を基準にして、約４％～約２５％固形分の範囲、より好ましく
は約６％～約２０％の範囲、最も好ましくは、層の全固形分を基準にして約１０％～約１
５％固形分の範囲の量で存在するのが好ましい。
【００４０】
　本発明の実施形態の第２の層（１３）に用いるのに好適な顔料の限定されない例として
は、カーボンブラック、黒鉛、ピグメントバイオレット７、ピグメントブルー１５：６、
ピグメントバイオレット２３、ピグメントレッド２５４、ピグメントイエロー８３および
１８０ならびにピグメントグリーン３６が挙げられる。顔料は、典型的に、一般に転写層
（１２）に含有される全固形分を基準にして約１０％～約５０％の範囲の、特定の顔料に
ついて（すなわち色によって）当該技術分野で周知の量で存在する。任意選択の光熱変換
層（１４）は、支持層（１１）と転写層（１２）との間に配置され、ここで、光熱変換層
（１４）は光吸収材を含有する。光吸収材は、放射線源から放出された入射光を吸収し、
入射光の少なくとも一部を熱に変換し、それによって画像転写プロセスを可能にする働き
をする。
【００４１】
　任意選択の光熱変換層（１４）は、典型的に、当業者に周知のバインダー、好ましくは
バインダー樹脂を含み、かかる樹脂は、ポリマーまたはオリゴマーならびに重合性または
架橋性であり得る。この層を形成する際に使用するのに好適なバインダーとしては、限定
されないが、例えば、フェノール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポ
リビニルアセタール、ポリ塩化ビニリデン、セルロースエーテルおよびエステル、ニトロ
セルロース、アクリレートポリマーおよびコポリマー、ならびにメタクリレートポリマー
およびコポリマー、エポキシ樹脂、エチレン性不飽和樹脂、ポリエステル、ポリスルホン
、ポリイミド、ポリアミド、ポリスルフィド、ならびにポリカーボネートなどの塗膜形成
ポリマーが挙げられる。ポリマー分子量は、高いかまたは低いことがあり；ポリマーはオ
リゴマーであってもよい。
【００４２】
　典型的に、任意選択の光熱変換層（１４）は、例えば好ましくは約１０重量％～約３０
重量％の範囲などの、当業者に公知の量の光吸収材を含有する。任意選択の熱光変換層（
１４）は、約８３０ナノメートルの波長で照射したときに約２０％～約６０％の範囲（好
ましくは約４５％）の透過率％を示すのが好ましい。例えば、染料、顔料、金属化合物、
金属元素および炭素化合物などの、好適な光吸収材の限定されない例およびそれぞれの用
いられる量は、当該技術分野で周知である。
【００４３】
　任意選択の光熱変換層（１４）は、光吸収材に加えて他の添加剤も含有してもよく、か
かる添加剤としては、当業者に公知であるものが挙げられる。
【００４４】
　図２は、画像形成されたレシーバ要素（２１）を示す本発明の別の実施形態を示し、こ
の画像形成されたレシーバ要素（２１）は、
　（１）受像要素（２０）と；
　（２）顔料を含有する転写層（１２）であって、受像要素（２０）上に配置された転写
層（１２）と；
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　（３）多層画像が形成される転写層（１２）上に配置された第２の層（１３）の少なく
とも一部（好ましくは大部分）とを含み、第２の層（１３）は、実質的に顔料を含まない
バインダーを含む。
【００４５】
　画像形成されたレシーバ要素（２１）は、所定のパターンの光（１８）によって画像形
成した後に、図１の集成体から画像形成されたドナー要素（２２）を分割することによっ
て作製される。分割は、例えば、光（１８）によって画像形成した後に、レシーバ要素（
２０）からドナー要素支持層（１１）を剥離することによって容易に行われる。
【００４６】
　画像形成に用いられる光は、例えば紫外光、可視光、近赤外光、赤外光、または光波長
の組合せであり得る。高強度が利用できること、高速スイッチング、狭い波長域、および
レーザー光源のコストが低いこと（このため画像のパターニングに適している）から、光
の好ましい形態はレーザー光である。
【００４７】
　集成体は、集成体の保持のされ方（例えばドラム上またはフラットベッド上のいずれか
）によって主に区別される少なくとも２つの異なる型の熱画像形成機器を用いて画像形成
することができる。８３０ｎｍの波長で動作する２０Ｗレーザーヘッドを備えたＣｒｅｏ
　Ｍｏｄｅｌ　３２４４　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｔｒｅｎｄｓｅｔｔｅｒ（Ｋｏｄａｋ　Ｇ
ｒａｐｈｉｃｓ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｃａｎａｄａ（旧Ｃｒｅｏ），Ｖａｎ
ｃｏｕｖｅｒ，Ｃａｎａｄａ）などの従来のドラム型の画像形成装置は、可撓性のレシー
バ要素の画像形成に適している。集成体は、そのドナー要素の支持層側を照明することに
よって画像形成することができる。集成体は、真空ホールドダウン（ｖａｃｕｕｍ　ｈｏ
ｌｄ　ｄｏｗｎ）を用いて、ドラムに機械的に固定された標準的なプラスチックキャリア
プレートに取り付けることができる。コンピュータによってレーザー出力を制御して、ヘ
ッドまたはドラムの少なくとも一方を動かして、レーザーヘッドを用いて所望の画像パタ
ーンを形成させる。例えばカラーフィルターについては、赤色、緑色および青色のドナー
要素を同じ元のレシーバ要素上に連続して画像形成することによって所望の３色の画像を
形成することができる。色の露光順序は、システム要件（例えば最適露光特性）によって
変わり得る。
【００４８】
　別の種類の画像形成装置（「フラットベッド」）は、典型的に、同一の画像形成レーザ
ーヘッドならびにレーザーヘッド用の関連する制御および移動手段を用いることができる
が、集成体は、ドラム型ではなく画像形成用の可動フラットベッド型に保持される。フラ
ットベッド画像形成装置は、ガラスなどの比較的硬質の平坦な試料の露光に好ましい。露
光される試料は、真空ホールドダウンを用いて、画像形成ヘッドの下に位置決めされた並
進移動台（ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ　ｓｔａｇｅ）に取り付けることができる。露光の際
、試料は、典型的に、適切な速度（例えば１～２ｍ／秒）で画像形成ヘッドを通過して並
進移動される。各露光パスの完了後、画像形成ヘッドを、試料の並進移動と垂直な方向に
並進移動させて、次の画像形成パスに向けて、集成体の新しい未露光の領域をレーザーの
前に移動させることができる。このプロセスを繰り返して、露光を完了させる。ドラム画
像形成装置などの場合、赤色、青色および緑色のドナーを任意の所望の順序で同じレシー
バ要素に連続して露光することによって所望の３色画像が形成される。
【００４９】
　集成体の移動の精度は重要である。有用なフラットベッド位置決めシステムは、駆動シ
ステムとして適切なリニアブラシレスサーボモータ、ならびに非接触式リニアエンコーダ
または位置フィードバック用のレーザー干渉計を用いて構成されたリニア空気軸受を用い
て構成することができる。分解能（ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ）は、典型的に、レーザー干渉
計については０．３ナノメートル～７９ナノメートル程度、または非接触式リニアエンコ
ーダについては４～１０００ナノメートル程度の精度であり得、精度は±１ミクロンであ
り、０．４ミクロンまでの再現性を有し、真直度および平坦度の公差（ｄｉｆｆｅｒｅｎ
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ｔｉａｌ　ｓｔｒａｉｇｈｔｎｅｓｓ　ａｎｄ　ｆｌａｔｎｅｓｓ）が２５ミリメートル
当たり０．５ミクロンであり、最大偏差は±３ミクロンである。適切な並進移動台システ
ムは、Ａｅｒｏｔｅｃｈ，Ｉｎｃ．（Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，Ｐａ）製のＡＢＬ８００７
５である。
【００５０】
　典型的な画像形成システムでは、レーザー出力および並進移動速度が制御可能であり、
受像表面上の転写画像の目視検査または機器による検査で判断しながら画像品質を最適化
するように、逐次、試験し調節することが可能である。
【００５１】
　典型的に、用いられる光吸収材の濃度は、集成体に必要な加熱を与えるために用いられ
る光強度に適合される。例えば、光吸収材は、熱転写を起こすための画像形成工程の際に
利用可能な光から好適な量のエネルギーを吸収するために、入射光の少なくとも３０％、
より好ましくは、画像形成光の最高強度の波長で画像形成する際に用いられる入射光の５
０％超、６０％、７０％、８０％、または９０％などの吸収度を示し得る。
【００５２】
　一実施形態では、画像形成されたレシーバ要素（２１）は、転写材料を処理するために
加熱され得る。一実施形態では、加熱は、図２の第２の層１３の転写される部分の表面な
どの未加工材料の流動（「アニーリング」と呼ばれる）を起こして、図３に示されるよう
な、層１３のより滑らかに表面加工された材料をもたらすことができる。別の実施形態で
は、加熱により、層（図３の層１２、層１３、または層１２および１３の両方など）内の
構成要素の架橋を起こすことができる。架橋をもたらす反応が進行するにつれて、流動は
減少し、やがて停止することが予想される。アニーリングおよび架橋に用いられる加熱は
、有用であることが分かっている任意の温度または時間であってよく；例えば、有用であ
ると予想される温度は、８０、１００、１４０、１８０、２２０、および２６０℃のうち
の１つより高く、かつ９０、１２０、１６０、２００、２６０、および３００℃のうちの
１つより低い温度であり、加熱時間は、１、１０、３０、および９０分間ならびに１、３
、５、１０、および２０時間のうちの１つを超え、かつ５、２０、１００、および３００
分間ならびに２、４、８、１６、３０、および１００時間のうちの１つ未満の時間である
。
【００５３】
　本発明の別の実施形態は、複数回画像形成され、それによって少なくとも２つの多層の
画像（上記の構成要素（２）および（３））が上に付着されている画像形成されたレシー
バ要素（図４の複数の画像が形成されたレシーバ要素（２４）、例えばカラーフィルター
）を意図しており、ここで、第１の多層画像の高さ（Ｈ1）（図４の右側および左側の点
線の付いた特徴部）が、少なくとも第２の多層画像の高さ（Ｈ2）（図４の転写層１２お
よび第２の層１３を含む中央の特徴部）とほぼ同様である。一実施形態では、同様の高さ
の２つの画像のうちの一方のみが第２の層を有し；別の実施形態では、各画像が相応する
第２の層を有するが、この第２の層は互いに同一である必要はない。
【００５４】
　本発明に関して、レシーバ要素上の画像の高さは、画像を支持するレシーバ要素の表面
に垂直に測定される。転写画像の下のレシーバ要素表面の高さは、レシーバ要素と画像と
の間の２つの縁部に近い高さから線形補間された高さに等しいものとみなされ得る。高さ
を比較する際に、かかる高さは、同じ技術によって測定されるべきである。適切な技術と
しては、物理的高さ測定（例えばレシーバ要素表面を横切り、転写画像の縁部を横切り、
転写画像の隣接部分を横切り、同じ転写画像の縁部を横切り、およびレシーバ要素表面を
横切って順次移動される位置記録スタイラスなどのスタイラスを用いたもの）；あるいは
例えば干渉法による光学的高さ測定が挙げられる。好適な機器としては、Ｔｅｎｃｏｒ　
Ｐ１５　Ｐｒｏｆｉｌｏｍｅｔｅｒ（ＫＬＡ－Ｔｅｎｃｏｒ，Ｓａｎ　Ｊｏｓｅ，ＣＡ）
またはＬａｓｅｒＳｃａｎ　ＬＴ８０１０（Ｓｏｌａｒｉｕｓ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ
，Ｉｎｃ，Ｓｕｎｎｙｖａｌｅ，ＣＡ）が挙げられる。平均高さを用いることができ；特
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に高さ平均値または高さ中央値を用いることができる。高さの比較は、離隔の距離が１ｃ
ｍ以下の範囲内で決定された高さについてなされるべきである。高さの差が正値未満であ
ると記載される場合、これは、両方の値および０が、それぞれの高さの複数の測定から導
かれる２つの平均値の絶対差の９０％信頼区間内にあることを意味することが理解される
。
【００５５】
　典型的なレシーバ要素（２０）が多数回画像形成されてもよく、各多層画像は対応する
高さ（Ｈn）を有し、ここで、「少なくとも第２の多層画像」という用語は、この態様を
考慮に入れることを意味する。好ましくは、第１の多層画像の高さ（Ｈ1）および少なく
とも第２の多層画像の高さ（Ｈ2）（ならびに任意の次の多層画像の高さ（Ｈn））は、（
アニーリング前またはアニーリング後のいずれかで）０．５ミクロン未満だけ、より好ま
しくは（アニーリング前またはアニーリング後のいずれかで）０．２ミクロン未満だけ、
および最も好ましくは（アニーリング前またはアニーリング後のいずれかで）０．１ミク
ロン未満だけ異なる（高さの差がある）。したがって、これらの実施形態では、転写層（
１２）の領域の全体は（その厚さに対して）画像形成プロセス中に転写され、ここで、様
々な転写される部分間のいかなる高さの差も、第２の層（１３）がスペーサおよび実質的
な高さ等化材（ｈｅｉｇｈｔ　ｅｑｕａｌｉｚｅｒ）として働くことによって最小限に抑
えられる。
【００５６】
　本発明の実施形態で使用するためのレシーバ要素（２０）は、当該技術分野で周知の特
定の用途または最終用途に適した任意の基板であってよく、ここで、かかるレシーバ要素
（２０）としては、限定されないが、例えばガラス、フィルム（例えば透明フィルム、ポ
リマーフィルムなど）、プラスチック、紙、および金属などの、剛性基板および可撓性基
板の両方が挙げられる。
【００５７】
　図面に示されるように、画像形成されたレシーバ要素（２１）は、転写層の一部（典型
的にその厚さ全体にわたる）ならびに第２の層（１３）の一部（多層画像）を含む。その
粗さに関する表面テキスチャの特徴は、表示Ｒqまたはｒｍｓで表されて、当該技術分野
で周知である。Ｒqまたはｒｍｓは、平均線形表面から評価および測定された長さまたは
面積内で取られた測定高さ偏差の二乗平均平方根平均値（ｒｏｏｔ－ｍｅａｎ－ｓｑｕａ
ｒｅ　ａｖｅｒａｇｅ）を示す。言い換えれば、Ｒqまたはｒｍｓは、プロファイル高さ
の標準偏差を表す。典型的に、第２の層（１３）が用いられない場合、画像形成出力が増
大するにつれてＲqも許容可能な範囲を上回る値まで急激に増大する。しかしながら、第
２の層（１３）を用いることで、画像形成出力が増大したときのＲq値の増大がたとえあ
ったとしてもわずかに過ぎなくなる。第２の層（１３）の一部を組み込むことにより、そ
の高さ適合機能に加えて、多層画像の表面を非常に滑らかにすることが可能になり、ここ
で、表面が４０ナノメートル未満、より好ましくは約２０ナノメートル未満のＲq値を有
するのが好ましい。
【００５８】
　一実施形態では、レシーバ要素と第２の層との間に配置された第２の層および転写層を
有する、本発明の画像形成されたレシーバ要素は、伝導性層が第２の層と接触するように
、伝導性層でコーティング可能である。異なる高さの異なる３色が画像形成された層を有
するカラーフィルターなどの他の既に知られている場合では、画像形成されていない平坦
化層が、インジウム－スズ酸化物などの伝導性層が平坦化層の上部のレシーバ要素に適用
される前に、画像形成された層上に設置される。このような場合、伝導性層は画像形成さ
れた層と接触しない。本発明の一実施形態の第２の層の高さを適切に調節することによっ
て、当該第２の層を有する画像形成された層の高さを、別の画像形成された層の高さに適
宜近くなるように増大または減少させることができ、これによって、第２の層に接触する
伝導性層の適用の前に平坦化層の必要がなくなる。かかる物体は、カラーフィルターとし
てまたはディスプレイにおいて有用であり得る。
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【００５９】
　他の考えられる伝導性層の成分としては、例えば、アルミニウムでドープされた酸化亜
鉛、銅および銀などの金属、ポリアニリンなどの高分子導体、およびカーボンナノチュー
ブなどの有機導体を含むものが挙げられる。
【００６０】
　本発明の別の実施形態は、
　（ｉ）本明細書に記載されるドナー要素（１０）および受像要素の実施形態の組合せを
含む画像形成性集成体を形成する工程と；
　（ｉｉ）画像形成性集成体を照射する工程と；
　（ｉｉｉ）ドナー要素（１０）と受像要素とを分割する工程であって、ドナー要素（１
０）の第２の層（１３）で開裂が生じる工程と
を含む画像形成方法を意図している。
【００６１】
　上記の画像形成方法は、
　（ｉｖ）受像要素をアニーリングする工程であって、第２の層（１３）の表面が５未満
のＲq値を有する工程
をさらに含んでもよい。
【００６２】
　一般に、ドナー要素（１０）を受像要素と接触させ、ドナー要素（１０）を照射し、そ
れによって転写層（１２）の厚さ全体にわたって転写層（１２）の一部を転写するととも
に第２の層（１３）の一部を転写して、それによって第２の層（１３）内で第２の層（１
３）の開裂を生じさせることによって、画像形成プロセスを行う。本発明の実施形態の結
果、転写層（１２）の１００％の転写が提供され、また、第２の層（１３）の一部の転写
も提供される。したがって、熱画像転写プロセス中に機能層のいかなる部分も失われない
。「接触」という用語の使用は、本発明の実施形態において、（１）ドナー要素（１０）
およびレシーバ要素（２０）の実施形態の様々な層が連続しているかまたは任意の隣接層
と同延である場合、あるいは（２）熱処理される領域内の材料の十分な転写をもたらすた
めに画像形成プロセス中に材料の転写を行うために２つの表面間の十分な接触があり、そ
の目的の用途において機能しない転写画像を与えるおそれのあるいかなる間隙も画像形成
領域に存在しない場合を指す。
【００６３】
　画像形成性集成体（１）は、例えば、可視光、赤外線、近赤外線、または紫外線などの
、様々な波長の放射線を用いて照射され得る。したがって、放射線源は、赤外レーザー、
可視レーザーおよび紫外レーザーを含むレーザーなどの高出力の光源を含むがこれらに限
定されない当該技術分野において周知の放射線源であり得る。集成体は、多数の小型の、
個別に制御される光のレーザービーム（画素）によって同時に照射されてもよい。集成体
は、複数のレーザービームに対して移動可能である。
【実施例】
【００６４】
　以下の成分を用いた。
【００６５】
　ＣＡＲＢＯＳＥＴ（登録商標）ＸＰＤ－２０９１（Ｎｏｖｅｏｎ，Ｉｎｃ．，Ｃｌｅｖ
ｅｌａｎｄ，ＯＨ）は、ジメチルエタノールアミンを含む水中４３％固形分におけるスチ
レンアクリルコロイド分散系ポリマーであり、３５００のポリマー重量平均分子量、７０
℃のガラス転移温度、１０℃未満の最低塗膜形成温度、およびポリマー１グラム当たり１
７０ｍｇ　ＫＯＨの酸価を有する。
【００６６】
　ＣＡＲＢＯＳＥＴ（登録商標）ＧＡ－２３００（Ｎｏｖｅｏｎ，Ｉｎｃ．，Ｃｌｅｖｅ
ｌａｎｄ，ＯＨ）は、アンモニアを含む水中２８％固形分におけるアクリルコロイド分散
系ポリマーであり、１１，０００のポリマー重量平均分子量、７０℃のガラス転移温度、
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０℃未満の最低塗膜形成温度、およびポリマー１グラム当たり２００ｍｇ　ＫＯＨの酸価
を有する。
【００６７】
　ＺＯＮＹＬ（登録商標）ＦＳＡは、水とイソプロパノールとのブレンド中の２５％固形
分のフッ素系界面活性剤溶液であり、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ，
Ｉｎｃ．（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）から入手可能なＲｆＣＨ2ＣＨ2ＳＣＨ2ＣＨ2Ｃ
Ｏ2Ｌｉ（式中、Ｒｆ＝Ｆ（ＣＦ2ＣＦ2）xであり、ここでｘは１～約９である）を含む。
【００６８】
　ＳＤＡ－４９２７は、８３０ｎｍ付近の波長の光を選択的に吸収することによって熱質
量転写を促進するためのレーザー光吸収に適した、２－［２－［２－クロロ－３［２－（
１，３－ジヒドロ－１，１ジメチル－３－（４ジメチル－３（４スルホブチル）－２Ｈ－
ベンズ［ｅ］インドール－２－イリデン）エチリデン］－１－シクロヘキセン－１－イル
］エテニル］－１，１－ジメチル－３－（スルホブチル）－１Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリ
ウム、分子内塩、遊離酸、赤外線染料［ＣＡＳ　Ｎｏ．１６２４１１－２８－１］（Ｈ．
Ｗ．Ｓａｎｄｓ　Ｃｏｒｐ．（Ｊｕｐｉｔｅｒ，ＦＬ）から入手可能）である。
【００６９】
　２，２’－（オキシビス（メチレン））ビス（２－ヒドロキシメチル）－１，３－プロ
パンジオール）との、ポリ（オキシ－１，２－エタンジイル），－ヒドロ－Ｔ－ヒドロキ
シ－，エーテル（６：１）としても公知のＰｏｌｙｏｌ　ＤＰＰ（登録商標）１３０（Ｃ
ＡＳ　Ｎｏ．５０９７７－３２－７）は、（－ＣＨ2）3ＣＣＨ2ＯＣＨ2Ｃ（ＣＨ2－）3化
学構造を含むエトキシ化ジペンタエリトリトールポリマー清澄液（Ｐｅｒｓｔｏｒｐ　Ｐ
ｏｌｙｏｌｓ　Ｉｎｃ（Ｔｏｌｅｄｏ，ＯＨ）から入手可能）である。
【００７０】
　Ｓｕｒｆｙｎｏｌ　ＤＦ１１０Ｄ（Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓ，Ａｌｌｅｎｔｏｗｎ，ＰＡ）は、ジプロピレングリコール中３２％活性固形分に
おける、非イオン性の、非シリコーン、アセチレンベースの消泡剤（２，５，８，１４－
テトラメチル－６－ドデシン－５，８－ジオール、ＣＡＳ［６８２２７－３３－８］）で
ある。
【００７１】
　青色顔料分散系ＢＰＤは、顔料対バインダー／分散剤比が１．９５：１の青色および紫
色顔料の３６％固形分の水性組成物である。
【００７２】
　組成物ＰＬ－０１は、１７９．３部の蒸留水と、３．３８部の３％アンモニア水と、２
部のＺｏｎｙｌ　ＦＳＡ（登録商標）と、１．３部のＳＤＡ　４９２７と、７１．６８部
のＢＰＤと、９部のＰｏｌｙｏｌ　ＤＰＰ－１３０と、０．５部のＳｕｒｆｙｎｏｌ　Ｄ
Ｆ１１０Ｄと、２２４．２６部のＣａｒｂｏｓｅｔ　ＧＡ２３００との混合物であった。
【００７３】
　組成物ＰＬ－０２は、２６０．３部の蒸留水と、３．３８部の３％アンモニア水と、２
部のＺｏｎｙｌ　ＦＳＡ（登録商標）と、１．３部のＳＤＡ　４９２７と、８６．５１部
のＢＰＤと、９部のＰｏｌｙｏｌ　ＤＰＰ－１３０と、０．５部のＳｕｒｆｙｎｏｌ　Ｄ
Ｆ１１０Ｄと、２０５．１９部のＣａｒｂｏｓｅｔ　ＧＡ２３００との混合物であった。
【００７４】
　組成物ＩＬ－０１は、１３７３．９部の蒸留水と、３．３８部の３％アンモニア水と、
２部のＺｏｎｙｌ　ＦＳＡ（登録商標）と、１．３部のＳＤＡ　４９２７と、９部のＰｏ
ｌｙｏｌ　ＤＰＰ－１３０と、０．５部のＳｕｒｆｙｎｏｌ　ＤＦ１１０Ｄと、３１６．
４１部のＣａｒｂｏｓｅｔ　ＧＡ２３００との混合物であった。
【００７５】
　組成物ＩＬ－０２は、９２２．１部の蒸留水と、３．３８部の３％アンモニア水と、２
部のＺｏｎｙｌ　ＦＳＡ（登録商標）と、１．３部のＳＤＡ　４９２７と、９部のＰｏｌ
ｙｏｌ　ＤＰＰ－１３０と、０．５部のＳｕｒｆｙｎｏｌ　ＤＦ１１０Ｄと、３１６．４
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１部のＣａｒｂｏｓｅｔ　ＧＡ２３００との混合物であった。
【００７６】
　組成物ＩＬ－０３は、６５８．４７部の蒸留水と、３．３８部の３％アンモニア水と、
２部のＺｏｎｙｌ　ＦＳＡ（登録商標）と、１．３部のＳＤＡ　４９２７と、９部のＰｏ
ｌｙｏｌ　ＤＰＰ－１３０と、０．５部のＳｕｒｆｙｎｏｌ　ＤＦ１１０Ｄと、３１６．
４１部のＣａｒｂｏｓｅｔ　ＧＡ２３００との混合物であった。
【００７７】
　光熱変換層を含有する支持層（１）が、８３０ナノメートルの波長における光の約４５
％透過率を得るために近赤外線染料を含有する薄い（約２００ナノメートル）高分子光熱
変換層で、転写層をコーティング可能な側をコーティングされた厚さ５０ミクロンの透明
なポリエチレンテレフタレートポリエステルフィルムによって得られた。
【００７８】
　Ｔｅｎｃｏｒ　Ｐ－１５　Ｓｔｙｌｕｓ表面形状測定装置（ＫＬＡ－Ｔｅｎｃｏｒ，Ｓ
ａｎ　Ｊｏｓｅ，ＣＡ）を用いて、転写される材料の高さ（ｎｍ）を測定し、Ｒｑ（粗さ
指数）（ｎｍ）で示される表面粗さ値を決定した。
【００７９】
　好適な画像形成装置は、８３０ｎｍ付近で発するレーザーを用いるＣｒｅｏ　Ｓｐｅｃ
ｔｒｕｍ　Ｔｒｅｎｄｓｅｔｔｅｒ　３２４４Ｆ（ＣＲＥＯ，Ｂｕｒｎｂｙ，ＢＣ，Ｃａ
ｎａｄａ）である。この装置は、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｍｏｄｕｌａｔｏｒを用
いて、約８３０ｎｍのレーザーダイオードアレイからの５～５０ワットの出力を分割し変
調する。関連する光学素子は、この光を画像形成性要素上に焦点を合わせる。これにより
、ドナー要素上に０．１～３０ワットの画像形成光が生成され、５０～２４０の個別ビー
ムのアレイに焦点合わせされ、各々が、約１０×１０～２×１０ミクロンスポットにおい
て１０～２００ｍＷの光を有する。同様の露光は、米国特許第４，７４３，０９１号明細
書に開示されるように、スポット当たり複数の個別のレーザーによって得られる。この場
合、各レーザーは、７８０～８７０ｎｍにおいて５０～３００ｍＷの電気的に変調された
光を発する。他の選択肢としては、５００～３０００ｍＷを発し、各々が媒体上で個別に
変調され焦点合わせされるファイバーカップルレーザーが挙げられる。かかるレーザーは
、Ｏｐｔｏ　Ｐｏｗｅｒ（Ｔｕｃｓｏｎ，ＡＺ）から得られる。転写される材料の色を、
Ｏｃｅａｎ　Ｏｐｔｉｃｓダイオード分光光度計（Ｏｃｅａｎ　Ｏｐｔｉｃｓ，Ｄｕｎｅ
ｄｉｎ，ＦＬ）を用いて測定した。
【００８０】
　配合物の全ての測定は、特に記載しない限り、重量部基準である。
【００８１】
実施例１～５
　＃１１巻き線ロッドを用いて、転写層前駆体ＰＬ－０１の平方デシメートル当たり約３
５ｍｇの乾燥重量のコーティングを、支持層（１）のコーティングされる側にコーティン
グし、そのコーティングを乾燥させることによって比較用のドナー要素１（ＤＥ－ＰＬ０
１）を作製した。同様に、比較用のドナー要素２（ＤＥ－ＰＬ０２）を、ＰＬ－０２の平
方デシメートル当たり約２９ｍｇの乾燥重量のコーティングで作製した。
【００８２】
　実験用のドナー要素３（ＤＥ－ＩＬ－０１／ＰＬ０２）を２段階で作製した。段階１で
は、支持層（１）の光熱変換層がコーティングされる側を、＃５巻き線ロッドを用いて第
２の層前駆体ＩＬ－０１でコーティングし、次に乾燥させて、平方デシメートル当たり約
４ｍｇのＩＬ－０１のコーティング重量を得た。段階２では、支持層（１）の、光熱変換
層および第２の層がコーティングされる側を、＃１１巻き線ロッドを用いて転写層前駆体
ＰＬ－０２でコーティングし、次に乾燥させて、平方デシメートル当たり約２９ｍｇのＰ
Ｌ－０２のコーティング重量を得た。
【００８３】
　実験用のドナー要素４（ＤＥ－ＩＬ－０２／ＰＬ０２）を２段階で作製した。段階１で
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は、支持層（１）の光熱変換層がコーティングされる側を、＃５巻き線ロッドを用いて第
２の層前駆体ＩＬ－０２でコーティングし、次に乾燥させて、平方デシメートル当たり約
６ｍｇのＩＬ－０２のコーティング重量を得た。段階２では、支持層（１）の、光熱変換
層および第２の層がコーティングされる側を、＃１１巻き線ロッドを用いて転写層前駆体
ＰＬ－０２でコーティングし、次に乾燥させて、平方デシメートル当たり約２９ｍｇのＰ
Ｌ－０２のコーティング重量を得た。
【００８４】
　実験用のドナー要素５（ＤＥ－ＩＬ－０３／ＰＬ０２）を２段階で作製した。段階１で
は、支持層（１）の光熱変換層がコーティングされる側を、＃５巻き線ロッドを用いて第
２の層前駆体ＩＬ－０３でコーティングし、次に乾燥させて、平方デシメートル当たり約
８ｍｇのＩＬ－０３のコーティング重量を得た。段階２では、支持層（１）の、光熱変換
層および第２の層がコーティングされる側を、＃１１巻き線ロッドを用いて転写層前駆体
ＰＬ－０２でコーティングし、次に乾燥させて、平方デシメートル当たり約２９ｍｇのＰ
Ｌ－０２のコーティング重量を得た。
【００８５】
　ドナー要素を、フラットベッド画像形成装置を用いて集成体におけるガラスのシート上
に画像形成した。画像は、長さが約１０センチメートル以上、幅が１００ミクロンで、２
００ミクロンの隙間によって隔てられた狭い間隔の線のパターンであった。カラーフィル
ターのために有用な画像形成と同様に、第２のおよび第３の画像形成により、これらの線
を、線によって占有されていないが、予めパターン化された線と交互に配置された前述し
た隙間内に設置した。画像形成装置は、約１．３ｍ／秒（９つの別個のレベルで１．０～
１．６ｍ／秒で試験した）、および約１５ワットのレーザーエネルギーでヘッドおよび集
成体の移動に対して、約８３０ｎｍの波長のダイオードレーザー光を用いて、一度に、隙
間によって隔てられた１６の線を画像形成することが可能な画像形成ヘッドを用いた。全
ての画像形成が完了した後、画像を有する、分割された画像形成されたガラスを、１時間
にわたって２４０℃で加熱した。次に、画像形成された線を、転写層の高さに対して比色
分析で特性決定した。表１の結果が得られ、色をｘｙＹ値で表した。Ｒｑは二乗平均平方
根粗さであり、Ｗｑは二乗平均平方根波形であり、リップ高さ（ｌｉｐ　ｈｅｉｇｈｔ）
は、特徴部の最大幅に近い転写された材料に関して得られる過剰高さであり、段高さ（ｓ
ｔｅｐ　ｈｅｉｇｈｔ）平均は、転写された材料の平均高さである。目標色は、ｘ＝０．
１４１５±０．００８であり、ｙ＝０．０８１±０．００９であり、Ｙ＝８．３５±３で
あった。リップ高さは、画像形成されたパターンの縁の近くのレシーバ要素上の転写層を
含むパターンの隆起した特徴部または縁部の高さを指し、転写層を含むパターンの平均高
さを超える高さとして表される。
【００８６】
【表１】
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【００８７】
　１～１．６ｍ／秒の画像形成ヘッド移動速度で、転写された着色剤層が所要の規格内に
なるようにＤＥ－ＰＬ－０２を配合した。より低い着色剤濃度を有するより厚いフィルム
に同等の色を与えることを意図して配合されたＤＥ－ＰＬ－０１は、より低い画像形成ヘ
ッド速度（１．０、１．０７５、１．１５、１．３ｍ／秒）で色の表示（ｃｏｌｏｒ　ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）の範囲外であった。ＤＥ－ＩＬ－０１／ＰＬ－０２、ＤＥ－
ＩＬ－０２／ＰＬ－０２、およびＤＥ－ＩＬ－０３／ＰＬ－０２から転写された層の全て
は、１．０ｍ／秒でのＤＥ－ＩＬ－０１／ＰＬ－０２を除いて色の表示の範囲内であった
。また、第２の層の使用は、得られる明度を実質的に変更したり、または２つの層を改質
したりせずに、粗さ、波形、転写される高さ、およびリップ高さの変更を可能にするのに
利点を示した。用いられる第２の層のコーティング重量（Ｗ、ｍｇ／ｄｍ2）と得られる
転写された高さ（Ｈ、ｎｍ）との間に以下のような非常に強い関係がある。
Ｈ＝９８９．４（±４２．４）＋Ｗ*（１４２．３±７．９）
ここで、０、４、６および８で設定されたＷのデータに基づく標準誤差である不確実性が
伴う。これは、第２の層のためのコーティング重量の選択を用いて、第２の層と関連する
転写層より厚い別の転写層の高さ適合を実現することができることを示す。１４２．３の
Ｗ係数は、第２の層のほぼ全ての転写に（および場合により転写層の増加された転写にも
）合わせて、約７ｍｇ／ｄｍ2の層が転写された層の高さを約１０００ｎｍだけ増加し得
ることを示す。
【００８８】
ドナー要素の比較例６～７
　Ｍｉｚｕｎｏらの米国特許第６，２２８，５４３号明細書の表２の第１３列のものと同
様の第２の層の組成物を、７６．５部のイソプロパノール、８．５０部のメチルエチルケ
トン、０．６９部のＢｕｔｖａｒ　Ｂ－９８ポリビニルブチラール（Ｍｗ＝４０～７０Ｋ
、８０％ブチラール化（ｂｕｔｙｒａｌａｔｅｄ）され、２０％ヒドロキシル化されたＰ
ＶＡとして）（Ｓｏｌｕｔｉａ，Ｉｎｃ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）、２．０８部のＪｏ
ｎｃｒｙｌ　６７、バインダー１グラム当たり約３．８ｍＭのカルボン酸濃度および１２
，０００の数平均相対分子質量Ｍｗを有するスチレンアクリルバインダーコポリマー（Ｊ
ｏｈｎｓｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ，Ｓｔｕｒｔｅｖａｎｔ，ＷＩ）、１１．５７部のＳＡＲ
ＴＯＭＥＲ　ＳＲ３５１（トリメチロールプロパントリアクリレート、Ｓａｒｔｏｍｅｒ
（Ｅｘｔｏｎ，ＰＡ）から入手可能）および０．６６部のＩｒｇａｃｕｒｅ　３６９（２
－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）－ブタノン－１、Ｃ
ＡＳ　Ｎｏ．［１１９３１３－１２－１］、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌｓ（Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ，ＮＹ））を含む約１５％固形分で、あるいは２０％固形
分で配合した。
【００８９】
　１５％固形分の配合物を、＃６巻き線ロッドを用いて支持層（１）にコーティングして
、ドナー要素６前駆体上の乾燥された配合物の平方デシメートル当たり約８ｍｇの第２の
層を得た。粘着性のドナー要素６前駆体を、窒素雰囲気中で約２５０ｍＪの光によって紫
外線硬化して、光化学架橋によって増加された分子量Ｍnを有する、乾燥した手触りの層
をもたらした。ドナー要素６硬化前駆体を、＃１１巻き線ロッドを用いて転写層前駆体Ｐ
Ｌ－０２でコーティングし、次に乾燥させて、平方デシメートル当たり約２９ｍｇのＰＬ
－０２のコーティング重量を得た。上記に例示したように、得られたドナー要素６（ＤＥ
－Ｍｉｚ－８－ＰＬ－０２）を、ガラスレシーバ要素を有する集成体に画像形成した。
【００９０】
　同様に、２０％固形分の配合物を、＃９巻き線ロッドを用いてコーティングして、ドナ
ー要素７前駆体上の乾燥された配合物の平方デシメートル当たり約２５ｍｇの第２の層を
得た。粘着性のドナー要素７前駆体を、窒素雰囲気中で約２５０ｍＪの光によって紫外線
硬化して、光化学架橋によって増加された分子量Ｍnを有する、乾燥した手触りの層をも
たらした。ドナー要素７硬化前駆体を、＃１１巻き線ロッドを用いて転写層前駆体ＰＬ－
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０２でコーティングし、次に乾燥させて、平方デシメートル当たり約２９ｍｇのＰＬ－０
２のコーティング重量を得た。上記に例示したように、得られたドナー要素７（ＤＥ－Ｍ
ｉｚ－２５－ＰＬ－０２）を、ガラスレシーバ要素を有する集成体に画像形成した。
【００９１】
　配合物ＩＬ－０３を、＃５巻き線ロッドを用いて支持層（１）上にコーティングして、
ドナー要素８前駆体上の乾燥された配合物の平方デシメートル当たり約８ｍｇの第２の層
を得た。ドナー要素８前駆体を、＃１１巻き線ロッドを用いて転写層前駆体ＰＬ－０２で
コーティングし、次に乾燥させて、第２の層の分子量Ｍnを増加させ得る事前の紫外線硬
化工程を用いずに、平方デシメートル当たり約２９ｍｇのＰＬ－０２のコーティング重量
を得た。上記に例示したように、得られたドナー要素８（ＤＥ－ＩＬ０３－８－ＰＬ－０
２）を、集成体の異なる別個の画像形成について同じレーザー出力設定および約１．２２
５ｍ／秒および約１．１５ｍ／秒の異なるレーザー移動速度を用いて、ガラスレシーバ要
素を有する集成体に画像形成した。
【００９２】

【表２】

【００９３】
【表３】

【００９４】
　比較例６および７は明らかに、約１．２２５ｍ／秒のレーザー画像形成速度で；画像形
成されるレシーバに対するより低い高さの材料を転写した。第２の層中に紫外線硬化され
たバインダーを有する比較用のドナー要素６（平方デシメートル当たり約８ｍｇの乾燥コ
ーティング重量）は、約９５７ｎｍの高さを有する層を転写し；一方、第２の層中に紫外
線硬化されたバインダーのより厚い層を有する比較用のドナー要素７（平方デシメートル
当たり約２５ｍｇの乾燥コーティング重量）は、約６１０ナノメートルの高さを有するよ
り薄い層を転写する。より低いＭnのバインダーを有することによって；第２の層を架橋
させる紫外線硬化工程を用いずに実験用の実施例８を行った。第２の層は実質的に転写さ
れ、２０１４ｎｍの転写された層の高さが得られる。
【００９５】
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　比較例６および７が、第２の層を含まない比較例２（約９６４ｎｍの転写された高さ）
に対して、不適切な第２の層（架橋または他の方法で過度に高い分子量Ｍnを有するもの
）の使用が、レシーバ要素上に達する転写層の量を減少させるとともに粗さおよび波形に
悪影響を及ぼすことを示している。より厚い不適切な第２の層（比較用の層７は比較用の
層６より厚い層を有する）が実際に、転写される高さを低下させ、明度を規格から外れた
ものにすることも注記される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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